
252,552

65,511
70,856 71,923

64,209 61,949

261,330

287,705

278,727281,110

H17 H18 H19 H20 H21

医療費

保険税

255,724

244,414

294,483

279,932

254,467

H17 H18 H19 H20 H21

15,800

19,931 19,344 19,288
18,815

介護

給付費

保険税

42,308

39,667

H17 H18 H19 H20 H21

15,420 15,287

後期

支援金

保険税

　

現
在
、
高
齢
化
や
医
療
技
術
の
高
度
化
に

伴
っ
て
医
療
費
は
増
加
を
続
け
て
い
ま
す
。
医

療
費
の
増
加
は
、
国
民
健
康
保
険
事
業
の
運
営

に
も
影
響
し
、
運
営
者
で
あ
る
町
も
運
営
に
苦

慮
し
て
い
ま
す
。

　
国
保
を
運
営
し
て
い
く
財
源
は
、
国
・
県
か

ら
の
補
助
金
と
町
が
負
担
し
て
い
る
お
金
が
あ

り
ま
す
が
、
特
に
重
要
な
財
源
は
、
国
保
世
帯

の
皆
さ
ん
が
納
め
て
い
る
保
険
税
で
す
。
国
保

は
、
加
入
者
の
皆
さ
ん
が
お
金
（
国
保
税
）
を

出
し
合
っ
て
、
そ
の
お
金
か
ら
病
気
や
け
が
を

し
た
と
き
の
医
療
費
を
支
払
う
制
度
に
な
っ
て

い
ま
す
。「
み
ん
な
で
助
け
合
う
」
精
神
を
前

提
に
し
た
医
療
保
険
制
度
な
の
で
す
。

　
国
保
の
場
合
、
医
療
機
関
で
支
払
う
医
療
費

変更前

医療給付費分
所得割 8.0％
平等割 24,000 円
均等割 24,000 円

後期高齢者
支援金分

所得割 2.0％
平等割 6,000 円
均等割 6,000 円

介護納付金分
所得割 1.5％
平等割 6,000 円
均等割 8,000 円

限度額
医療分 50万円
支援金分 13万円
介護分 10万円

変更後
所得割 8.0％
平等割 25,000 円
均等割 27,100 円
所得割 2.5％
平等割 6,500 円
均等割 7,000 円
所得割 1.7％
平等割 6,400 円
均等割 9,100 円
医療分 51万円
支援金分 14万円
介護分 12万円

40歳未満の人
医療分と後期高齢者支援金分をあわせて、国保税として納めます。

40歳以上65歳未満の人（介護保険の第２号被保険者）
医療分と後期高齢者支援金分、介護分をあわせて、国保税として納めます。

65歳以上75歳未満の人（介護保険の第１号被保険者）
医療分と後期高齢者支援金分をあわせて、国保税として納めます。
※介護分は、保険料として別に納めます。

75歳以上の人
国保から後期高齢者医療制度へ移行し、保険料を納めます。

　人が幸せであるためには、健康やお
金、仕事、生きがいなどがあげられま
すが、中でも、健康は最大の幸せの要
素です。
　「健康で幸せな人生」を支援するた
めに、個人はもちろん、国、県、町も
多くのお金を使い、医療や介護などの
社会福祉の向上に努めています。その
結果、平均寿命は世界一となりました
が、日本人の幸福度はトップレベルと
言えるのでしょうか。
　世の中がどんなに情報化社会になっ
ても、どんなに医療技術が進歩しても、
人の幸せや健康の基本は今も昔も変わ
らないと思います。
　健康の基本は、健康は自分自身が守
るものだということです。年をとれば
体の機能が衰え、血圧などの値がある
程度上がるのは仕方がないし、腹回り
がメタボ数値の 85㎝より大きくなる
ことも普通だと思います。メタボ基準
値などに一喜一憂するのではなく、そ
の前に、昔から言われている「腹八分
医者要らず」などのことわざを今一度
思い起こし、日本人の食生活や体が本
来持っている免疫機能などを維持向上
させるなど日頃の健康管理にもっと
もっと知恵と時間をかけるべきだと思
います。
　医療費は高齢化などにより年々増加
の一途です。医療は社会的公共財産と
思います。町民一人一人が大事にその
公共財産を使うことは、自分にとって
も町民の幸せにもつながることだと考
えています。

　
平
成
17
年
度
か
ら
平
成
21
年
度
に
か
け

て
、
１
人
当
た
り
の
医
療
費
は
増
加
し
て

い
る
の
に
対
し
て
、
１
人
当
た
り
の
保
険

税
（
医
療
分
）
は
減
少
し
て
い
ま
す
。
平

成
20
年
度
か
ら
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

（
75
歳
以
上
）
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
も
１
人
当
た
り
の
後
期
支
援
金
は
増

加
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
１
人
当
た
り

の
保
険
税
（
後
期
支
援
分
）
は
減
少
し
て

い
ま
す
。
１
人
当
た
り
の
介
護
給
付
費
も

増
加
し
て
い
る
の
に
対
し
、
保
険
税
（
介

護
分
）
は
横
ば
い
の
状
況
で
す
。

は
、
実
際
に
か
か
っ
た
医
療
費
の
３
割
（
未
就

学
児
２
割
、70
歳
以
上
１
割
か
３
割
）
で
済
み
、

残
り
は
国
保
が
負
担
し
て
い
ま
す
。

　
下
の
グ
ラ
フ
を
見
れ
ば
分
か
る
よ
う
に
医
療

費
は
増
加
を
続
け
て
い
ま
す
が
、
国
保
税
は
景

気
悪
化
な
ど
の
理
由
で
横
ば
い
の
状
況
で
す
。

　
平
成
22
年
度（
見
込
み
）は
、医
療
費
が
約
５・

９
％
増
加
し
た
の
に
対
し
、税
額
は
約
９・５
％

も
減
少
し
て
い
ま
す
。
国
保
税
は
、
平
成
18
年

度
か
ら
改
正
を
行
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

税
率
と
限
度
額
の
改
正
を
行
わ
な
け
れ
ば
事
業

の
運
営
が
困
難
に
な
り
ま
す
の
で
、
や
む
を
得

ず
保
険
税
率
の
改
正
を
行
い
ま
す
。
健
全
な
運

営
の
た
め
に
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

では、国民健康保険税額を
算定してみましょう
夫の平成22年中の年間給与収入が300万円で、その他の収入が
無い夫婦（夫45歳・妻41歳）と子２人（10歳・８歳）の世帯の場合

所得割額の求め方
給与所得控除後の所得額は（192万円－基礎控除33万円）×所得割率

平等割の求め方
世帯ごとに計算　介護保険は40歳～64歳の加入者がいる世帯に課税

均等割の求め方
加入者の人数分（介護保険は40歳～64歳の加入者）を掛けます
	

所得割額 　　平等割　　 均等割
医療保険分 127,200 円 25,000 円 27,100 円× 4人

後期高齢者支援金 39,750 円 6,500 円 7,000 円× 4人
介護保険 27,030 円 6,400 円 9,100 円× 2人
合　計 386,400 円

改正前の税額 354,800 円より年間 31,600 円の増額になります。

平
成
23
年
度
か
ら
国
民
健
康
保
険
税
の

税
率
と
限
度
額
を
上
げ
ま
す

国民健康保険税の変更前と変更後

国民健康保険税と医療費などの推移

保険医療課長
大塚　義郎

国保はあなたとあなたに
大切なものです。

健康は最大の幸福。
日頃の健康管理を。

１
人
当
た
り
の
医
療
費
と

保
険
税
（
医
療
分
）
の
推
移

１
人
当
た
り
の
介
護
給
付
費
と

保
険
税
（
介
護
分
）
の
推
移

１
人
当
た
り
の
後
期
支
援
金
と

保
険
税
（
後
期
支
援
分
）
の
推
移

後期高齢者医療制度は、
平成 20年からスタートし
ています。
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